
事業計画の概要：ホタテ地蒔増殖小型底曳網漁における移動ホタテ地蒔増殖小型底曳網漁における移動・・収納が可能なホタテ貝選別支援収納が可能なホタテ貝選別支援

装置の開発装置の開発 ～日本一のホタテ漁場のニーズに応え～日本一のホタテ漁場のニーズに応え、、作業の効率化と労働作業の効率化と労働

負担の軽減を実現～負担の軽減を実現～

１．ホタテ養殖には主に貝殻に穴をあけてロープにつるして稚貝を成長させる垂下式と、稚貝を海底に
まいて成長させる地蒔式の２方式がある。オホーツク海沿岸では後者の地蒔養殖が行われており、ふ
化後１年程度の稚貝を海に放流し、３～４年目に収穫している。収穫は、漁具（八尺）を海底に下ろして
から一定時間船で曳航した後、甲板に引き上げる底曳網漁という漁法が用いられている。

２．底曳網漁では、捕獲され船上に積み上げられたホタテの山から空貝、石、ヒトデなどを除去し、売り
物になる貝を船倉に納める選別作業が行われている。１回の水揚げ量は約２．５トンで、２０年ほど前
より変わらず４～５名の人手により行われている過酷な作業である。ホタテ漁の現場では、近年、作業
員の高齢化が進む中で人材確保も難しくなってきており、作業の軽労化が急務となってきていた。

３．宗谷漁協から開発要請を受け、㈱プラウシップを中心として、鍛造製品製造技術を持つ㈱エスピー
工研、特殊ゴムベルトの技術を有する㈱白石ゴム製作所、販売を手がける大嘉産業㈱による連携体
を構築し、北海道立工業試験場や北海道大学の支援を受けながら、開発に着手してきた。

４．本装置は、 ①負担のかからない体勢での作業が可能、 ②従来の２倍の処理能力、③手狭な甲板
上での装置の組立や収納が可能などの特徴があり、作業者の負担軽減とともに作業効率の飛躍的な
アップから、作業時間の短縮による燃料代等の操業経費の削減も可能となる。

５．コア企業の㈱プラウシップが総合的な企画・構想立案を行い、機械装置の開発を行う㈱エスピー工
研、ゴム部品や特殊ベルト開発の㈱白石ゴム製作所が中心となり製作を担当、大嘉産業㈱がオホー
ツク沿岸の１４漁業協同組合に販売を進める。さらに応用技術を基に新たな商品展開をも視野に入れ
るものである。

コア企業：㈱プラウシップ（札幌市：はん用機械器具製造業)

連携企業等：㈱エスピー工研、㈱白石ゴム製作所、大嘉産業㈱

従来の手選別作業 選別支援装置設置後の選別作業

デッキコンベヤ

船倉蓋
分別ポケット

傾斜コンベヤ

選別コンベヤ

船倉コンベヤ乗り継ぎコンベヤ

装置設置状況

選別支援装置
セッティング

デッキコンベア起動

選別作業

手元動作



・これまで皆無であったホタテ
貝の船上選別装置の開発
・高齢化がすすむ水産業への
省力化、自動化装置の導入

・コア企業の総合コーディネート力によ
る連携企業の技術力と販売力が融合
・新たな商品開発と販売戦略による新
事業分野の開拓

・オホーツク沿岸のホタテ貝水揚
げは世界一、漁獲量は国内の1/2
であり高いシェア
・連携企業の水産業への強力な
販売力
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１，０００万円 ２名

【【支援金融機関支援金融機関】】 国民生活金融公庫、札幌中央信用組合

【【活用（予定）支援メニュー活用（予定）支援メニュー】】 ①補助金 ②政府系金融機関の低利融資

連携モデル

コア企業：㈱プラウシップ
／札幌市
・総括コーディネート
・開発・設計

㈱白石ゴム製作所／札幌
市
・設計・装置製作
・特殊ベルトの開発

㈱エスピー工研／札幌市
・設計・装置作製
・フレーム、メカの開発

大嘉産業(株) ／大阪府
・マーケティング
・市場調査・販売

北海道大学
産学官連携による支援

宗谷漁業協同組合
ホタテ地蒔増殖部会

開発協力・洋上実証実験

北海道立工業試験場
装置の強度解析

製品の評価

総合企画・構想立案

協力企業等協力企業等

ゴム部品・特殊ベルト製作・開発

装置の製作・開発

市場調査・販売

市場市場

オホーツク沿岸１４漁業協同組合


